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園田 一則

科目名（英） 研究ゼミナールＡ（Seminar of Study A）

担当教員名

配当学年 3 開講期 前期

選択 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

自らが興味を持って取り組む姿勢が必要です。積極的に参加し、指示されることを待たないで
テーマに取組んで下さい。また、必要な機器・器具は積極的に活用しても構いませんが、精密機
器の場合は取り扱いに注意して下さい。マニュアルに従って正しく使用して下さい。
　また、ゼミ室は整理整頓に心掛けて下さい。

受講心得

ゼミナールは出席して自分で器械を操作して、修得してくことが中心です。従って出席を重視しし
ます。欠席が多くて課題が完成しない場合は、その年度は受講できなくなりますので、必要な人
は次年度に再履修してください。

必修・選択区分

教科書 特になし　必要に応じて資料を配布

参考文献及び指定
図書

建築測量　基本と実践
　測量士・測量士補受験テキスト　（測量協会出版）
　空間情報工学　村井俊治薯　（測量協会出版）
　その他、配布資料 
　

関連科目 測量学及び実習、地理情報処理演習、施工関連科目

授業の目的

測量及び地理情報システムの基本知識の習得や応用技術を学びます。通常の講義・実習で実
施できない範囲の分野について学びます。特に測量分野では、VRS方式のGＮＳS測量や地理情
報システムにおいては各自でコンテンツを考えて構築します。　測量分野での卒業研究を行う為
の予備的な調査・研究を行うことを目的とします。また、国家資格である「測量士」取得に向けた
取り組みを行います。測量士補の取得は、４年次で受験してチャレンジします。

授業の概要

研究室所有の測量機器を使用した測量技術の習得を目的としているため、観測やデータ解析な
どが中心の授業になります。また、インストラクターなど外部からの指導を受ける場合もありま
す。雨天時などは資格試験対策の演習を行います。

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

配布資料

研究室における取組やこれまでの成果を説明し、課題設定を行います。 ガイダンス資料・　演習課
題・

レベルによる測量技術練習 配布資料

電子レベルによる測量技術練習 配布資料

一般的なレベルを使用して、水準測量を実習します。 演習課題・模範解答

ガイダンス

一般的なレベルより多機能な電子レベルを使用して、水準測量を実習します。 演習課題・模範解答

ＴＳによる測量技術練習（１） 配布資料

本学のTSを用いて、据付・測角・測距等の基本的な捜査を収得します。 演習課題・模範解答

TSによる測量技術練習（２） 配布資料

本学のTSを用いて、応用機能の操作や方法を実習します。 演習課題・模範解答

ＴＳにようる技術練習（３） 配布資料
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ＴＳ測量・水準測量に関する分野の測量士補問題に取り組みます。測量士補資格は、卒
業後に申請することで取得できるが、演習問題を解くことで理解を深めます。

演習課題・模範解答

配布資料

ＧＮＳＳ測量について、理解を深めその測量方法を学内及び学外で実測できる準備を行
います。本学で採用している仮想基準点方式について学びます。

演習課題・模範解答

配布資料

学内基準点を使用して、精度確認を行うための外業の作業を習得します。 演習課題・模範解答

配布資料

前回の測定結果を専用ソフトにダウロードして、解析を行います。 演習課題・模範解答

ＧＩＳ演習（1） 配布資料

測量実習使用した学内基準点を使用して、研究室で活用しているＧＩＳソフトで管理する
方法を実習します。

演習課題・模範解答

ＧＩＳ演習（2） 配布資料

国土地理院が管理運営している電子国土のＧＩＳを実習します。 演習課題・模範解答

ＧＩＳ演習（3） 配布資料

他のＧＩＳソフトに関する基本的な情報を得るための、調査を行います。 演習課題・模範解答

プレゼンテーション（１） 配布資料

各個人のテーマに応じてその成果を整理し、パワーポイントを活用して発表する準備を
行います。

演習課題・模範解答

プレゼンテーション（２） 配布資料

テーマに従ってその成果を発表します。 演習課題・模範解答

「アクティブ・ラーニング科目」

資料作成 配布資料

本授業で作成した成果をまとめて、データをして整理する。 演習課題・模範解答

期末試験 配布資料

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

③与えれた課題のテーマについて成果発表ができる。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

①ＧNSS測量を実測・成果処理までできる。

地域志向科目

【知識・理解】
②ＧＩＳに関する基本知識を概説できる。

【思考・判断・創
造】

④測量士補及び測量士問題の内容を理解し、解答できる。



合計欄 100点○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
50点

発表・その他
（無形成果）

パワーポイントを使用した資料に基づいて、発表を行います。評価は、自分の内容に自信を待っ
て発表し、他者の発表に質問が出来た者を高評価とします。

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

各自のテーマに沿ったレポート内容を、パワーポイントにまとめて発表を行います。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
30点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 10点


